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１ 実施概要 

（１）ワークショップの目的 

現在、西条市では都市づくりの基本的な方針となる『都市計画マスタープラン』等の

見直しを行っています。『都市計画マスタープラン』は 20年後のまちの姿を見据えた計

画となるため、西条市の将来を担う若い世代の意見・意向を把握し、計画に反映させて

いきたいと考えています。 

そこで、市内の高校生を対象にしたワークショップを開催し、若い世代が考える“西

条市の未来のまちづくり”について意見交換を行うことで、計画内容の充実を図るとと

もに、若い世代のまちづくりの関心を高めることを目的としました。 

 

（２）ワークショップの構成 

ワークショップは全３回構成としました。1回目に“将来も住み続けたいまち”になるよ

うな理想のまちの姿、第 2回目に理想のまちを目指したときのまちの課題について意見

交換を行い、第３回目で理想のまちの実現に向けた具体的な取組を検討する、バックキ

ャスティングの考え方により実施しました。 

 

■ ワークショップのイメージ 
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（３）開催概要 

① 日時（全３回） 

・第１回 ９月１７日（水）13：40～14：30（５限目） 

・第２回 ９月１８日（木）15：40～16：30（７限目） 

・第３回 ９月２４日（水）14：40～15：30（６限目） 

② 場所 

・愛媛県立西条高等学校 

③ 参加者・班構成 

・愛媛県立西条高等学校 国際文理科 2 年生： 約 40 名 

・5 班（7～9名/班）で実施 

（西条地域Ａ班、西条地域Ｂ班、東予地域班、小松地域班、丹原地域班） 

 

（４）スケジュール 

■ワークショップのスケジュール 

  項目 内容 時間 

第
１
回 

① あいさつ、ガイダンス 

・WS の趣旨、ルール等説明 

・都市マス・立適の概要、まちづくりの潮流につい

て紹介 

・本日のワーキングについて説明 

13：40～14：00 

② 【ワークその１】 

・個人ワーク「20 年後の理想のまちを考えよう！」

の実施 

・班の中で共有・投票 

14：00～14：20 

③ 全体発表 ・班の代表者が全体に向けて発表 14：20～14：25 

④ 総括 

・市から総括 

・次回の案内 

・アンケートの記入 

14：25～14：30 

第
２
回 

① 
 前回の振り返り、ガイ

ダンス 

・前回の振り返り 

・西条市の現状の紹介 

・本日のワーキングについて説明 

15：40～16：00 

② 【ワークその２】 

・ワーキング「西条市を理想のまちにするた

めの課題を話し合おう！」の実施 

・班で意見を整理 

16：00～16：20 

③ 全体発表 ・班の代表者が全体に向けて発表 16：20～16：25 

④ 
総括と次回の案内、ア

ンケート記入 

・市から総括 

・次回の案内 

・アンケートの記入 

16：25～16：30 

第
３
回 

① 
 前回の振り返り、ガイ

ダンス 

・前回の振り返り 

・先進事例（課題解決のヒント）の紹介 

・本日のワーキングについて説明 

14：40～15：00 

② 【ワークその３】 

・ワーキング「西条市の今後のまちづくりを

話し合おう！」の実施 

・班で意見を整理 

15：00～15：20 

③ 全体発表 ・班の代表者が全体に向けて発表 15：20～15：25 

④ 総括、アンケート記入 
・市から総括 

・アンケートの記入 
15：25～15：30 
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２ 実施結果 

（１）第１回 「20 年後の理想のまちを考えよう！」 

① 個人ワーク 

まちづくりの事例等を参考に、自分が思う 20 年後に暮らしていたい理想のまちを考

え、ワークシートに記入ました。考えた内容は同じ班のメンバーに共有し、「いいね」と

思った人に投票（１人３票まで）しました。 

 

■各班の個人ワーク結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

タイトル（投票数）・内容

無題（●●）
・学生が遊べる施設 ・電車の本数が増えてほしい
・買い物できる場所 ・スクールバス
・景色のいい場所（展望台など）

無題（●●）
・交通が便利（地下鉄、新幹線） ・学校が近い
・大型ショッピングモールがある ・空飛ぶ車
・あたり前のように高級車に乗っている
・高層マンション

無題（●）
・自転車で買い物に行ける（みんなが）
・電車の本数が増える（6本/h） ・新幹線が通っている
・自動運転バス ・遊園地
・タワーマンション

無題（●●●●●●●）
・電車15分に1本くらいほしい ・西条市で働ける場所
・映画館・美術館がほしい
・明るい街（街灯・店の明かり） ・大学をつくる
・バス ・地下鉄通す
・いろんな職業の選択ができるように
・商店街が食べ歩きできる場所に ・住める場所を増やす
・大きいゲームセンター

●西条地域A班

タイトル（投票数）・内容

無題（）
・自由で誰でも使える場所 ・交通機関の充実（電車）
・治安が良い
・多くの店

★河北再開発案A（●●●●●●●●）
・交通の便がよいまち
・遊べるところがある町（屋内外問わず）
・インスタ映えスポット ・1時間に5本JR
・観光スポット（例：日本アニメ）

河北再開発案B（●●●●●）
・映画館 ・電車・バス
・おしゃれさ ・ジブリコラボ（森に）

住み心地のいい町づくり（●）
・遊べる場所 ・お店
・交通機関の充実 ・個人経営のカフェが多い

無題（●）
・公園の継続・増加
・自転車と歩行スペースの分離（通学時怖い）
・道路の幅を広くする ・水道代無料の継続
・駅近に飲食店 ・自然が保たれている

タイトル（投票数）・内容

地域と都市が融合した”多様でゆとりある町“（● ● ● ● ●）
・15分アクセス可能
・豊かな自然の中で働ける、自然とビジネスの共有、緑が多い
・ゆとりのある
・公共福祉が充実

無題（●）
・映画館
・温泉
・バス、電車の本数を増やしたい。
・ショッピングモール
・イルミネーションのある噴水

★未来シティ（● ● ● ● ● ●）
・子どもが安心安全に通学できる（街灯が多い明るいまち）
・駐輪場が大きい駅
・いろんな世代の人が自由に集まれる場所
◎車がなくても生活できる（グリーンスローモビリティなど）
◎緑とテクノロジーがどっちもあるまち
◎学校や塾以外で自由に学びの探求ができる場所（360°どこでも

アイデアが書けるような空間）
・空中にある家、建物と建物をつなぐ空中の通路（近くの建物にす

ぐ行ける）、海の道路

●西条地域B班

タイトル（投票数）・内容

無題（●）
・近くに商業施設がある（イオンモールなど）
・多くの人でにぎわっている。
・音楽イベント、コンサート等が行われるドーム

無題（● ● ●）
・English signs for tourists to understand

無題（● ● ●）
・20年後は毎週家族で出かけられる場所があったらいい
・おしゃれできれいに整備されたドライブできる道
・人が集まる広場

無題（●）
・大型のショッピングモール等ができて買い物を便利にしたい。
・大人から子どもまで地域の人が交流できる場所
・バリアフリー化などを進めて暮らしやすく

無題（● ● ● ●）
・規模が大きい商業施設や娯楽施設、例えば、新居浜市や今治市の

イオンモール（土日でも人が多くてにぎわっている。）、観光施
設（⾧期休暇などで西条市を観光→人のにぎわいが増える？）

・交通設備の発展（新幹線を通す→駅の改築→人口の流入量UP！）



4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

タイトル（投票数）・内容

★便利な田舎（●●●●●）
・生活に必要な場所(病院・スーパー)が近いところ
・電車やバスなどの交通機関の数が多いところ
・友達と集まって遊べるところがある場所
・給料の良い会社が多いところ
・自然を活かしたスポット ・音がうるさくないところ

★気分や状況で行く場所を変えられる町（●●●●●）
・ワーキングスペース、公園、店（食・服・生活）などが1箇所に集

まる
・人が沢山集まるところと、静かで落ち着くところの両方がある

★My dream town（●●●●●）
・easy access to nature–busses, trains, trails, etc.to the 
mountains.
・lots of parks
・an outdoor shopping mall with food, souverains.
・a venue for concerts
・a big art store and an art museum.
・a library with books in lots of languages for frce.
・a berch.

●東予地域班

タイトル（投票数）・内容

国際色豊かでアクティブな町（●●●）
・外国人と沢山交流できる町 ・都会
・国際的な仕事が選択できる町 ・公共交通機関が便利
・遊ぶところが多い ・人がやさしい

いろんなところに行ける（●●）
・targetが近くにほしい ・公共交通機関充実
・2拠点生活しやすい ・ビーチ（きれいな）

退屈しない快適な町（●●）
・大きなショッピングモールができたらいいな
・映画館や遊園地、水族館など週末に遊びに行くところがあるとい

いな
・海や川がきれいで釣りがいっぱいできたらいいな

楽しいところ（●）
・都会で公共交通が充実しているところ
・色んな店があるところ

新幹線（●）
・新幹線が通ったらいいな。

タイトル（投票数）・内容

★無題（●●●●●）
・広い世代の方々が住みやすい町
→病院やスーパーが行きやすい場所にある

交通手段が多くある。（電車・バスなど）
子育てがしやすいように保育施設や公園

・丹原ならではの果樹園を活かして人を集める →果物狩りや名物などを作る

たくさんの人が訪れ、活気がある西条市（●●●●）
・とても大きな公園をつくる →芝生、イルミネーションなど…
→大きなイベントを行うとたくさんの人が訪れる
→モンバスみたいな人気のバンドや歌手がたくさん来る！
・大きなデパートを作る（たくさんの店が入っている）
→映画、服屋、ゲームセンターなど…
☆同じ施設にたくさんの店があると人が利用しやすい！
・千町地区を整える。千町地区には美しい”棚田”が広がっている
→しかし人口減少のため荒れている

無題（●●●●）
・交通アクセスが良い街
→24時間のガソリンスタンド（無人可）、

高齢者や体が不自由な人々が生活しやすいようなバスがある
・自然を生かした様々な事業 →レジャー施設（子供が遊べる）

イベントー短期間キャンプ体験など

無題（●●）
・スーパーや病院など生活に必要な施設が近くにある
・果物が有名だから、果物狩りをしたら人が集まると思う
・集中して勉強できるスペース ・図書館
・再生可能エネルギーを空きスペースを利用してつくる（太陽光）

●丹原地域班

タイトル（投票数）・内容

・水道代０円 ・野菜がおいしい
・防災
・無料か安い料金で利用できるスポーツ施設を増やす（ひうち体育館のジムみ

たいな）→健康増進

無題（●●）
・遊べたり、運動できるような場所がたくさんある（公園、体育館）子供が遊

べる場所
・飲食店がもっとあったらいい ・電車を多くする。本州とつなげる

様々な時間が存在するまち（●●）
様々な技術が発展する中で
・レトロ感を残す（例）商店街 →空き家を活用した飲食店
・畑などで旬の食材を共に収穫
・「和」をモチーフとしたもの。ゆかた、抹茶、和楽器
・アクティビティの開発
→「フォレストアドベンチャー」のような活発なもの
→イベント開催での様々な年代層との交流
・打ち抜きの利用
→「まちのオススメ」の使用 例）新居浜「あかがね」高松「さぬき」
・観光業の発展＆最新技術の発展・利用 →財源でさらにすみやすい社会へ

無題（）
・子供も大人もゆっくりと休息できる環境や施設
・さまざまな世代が共に休息できたりコミュニケーションができる
・近所や地域間で繋がりがあるまち

無題（）
・レストラン、カフェ、ショッピングモール、ホール等があるまち

タイトル（投票数）・内容

★無題（● ● ● ● ）
・休みの日に自転車で気軽に遊びにいける場所
・武器があるまち
・オシャレなまち

無題（●）
・休み日に気軽に遊びに行ける場所があったらうれしい（屋内運動

施設、１日中遊べる商業施設など）
・アクセスがよくて自転車やバスでどこでも行ける、徒歩でも良い。
・駐輪場がほしい、どこかに停めてぶらぶら遊びに行きたい、レン

タルサイクルがあってもいいかも

無題（ ）
・大型のデパートが近隣にほしい（豊富な衣服や食品etc）
・高校生でも利用可能な遊べる場所がほしい。
・駅の近くに自習する場所がほしい。
・交通機関の発達

★無題（● ● ● ● ）
・商店街は残っていてほしい。
・遊具のある公園
・避暑地（クールシェルター）
・何か観光客に言えるスポット（新居浜市の博物館のような）

●小松地域班

タイトル（投票数）・内容

無題（● ）
・公共交通機関を便利にする。
・学生が気楽に遊ぶことができる場所をつくる。
・大きなショッピングモール

無題（● ● ●）
・コンビニがいたるところにある。
・交通機関が発達している。

★無題（● ● ● ●）
・自然があるところ
・近くに店がある、一つの場所に行けばなんでもそろうような店が

ある。
・学校がきれい
・道路がでこぼこじゃない

★無題（● ● ● ● ）
・休日に気軽に遊びにいけるところ
・山間部に住んでいる人が病院等に行きやすくする。
・高校までの往復バスをつくってほしい。電車の便数を増やしてほ

しい。
・学校をきれいにする。
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② 高校生が考える理想のまち 

各班で出し合った内容を踏まえて、高校生が考える 20 年後の理想のまちのイメージを

まとめました。 

■高校生が考える理想のまち 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）第２回 「西条市を理想のまちにするための課題を話し合おう！」 

第２回では、「西条市を理想のまちにするための課題を話し合おう！」をテーマに、ワ

ーキングを実施しました。 

伸ばすべきまちの魅力等の良い点、望ましい将来像を阻む要因等の問題点、地域の現

状を、付箋を使用して地図に落とし込み、それぞれの班で意見を共有しました。 

 

■第２回の成果（西条地域Ａ班） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

高校生が考える理想のまち 
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■第２回の成果（西条地域Ｂ班） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■第２回の成果（東予地域班） 
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■第２回の成果（小松地域班） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■第２回の成果（丹原地域班） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



8 

（３）第３回 「西条市の今後のまちづくりを話し合おう！」 

第３回では、「西条市の今後のまちづくりを話し合おう！」をテーマに、ワーキングを

実施しました。 

第２回で出し合った意見を踏まえて、第１回で考えた理想のまちの実現に向けたアイ

デア・取組を検討し、付箋を使用して地図に落とし込み、それぞれの班で意見を共有し

ました。 
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３ WS 実施風景 

① 第１回 

■第１回の実施風景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 第２回 

■第２回の実施風景 
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② 第３回 

■第３回の実施風景 
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４ ひとことアンケート 

各回のワークショップ実施後に、ひとことアンケートとして参加いただいた学生にア

ンケートを記載いただきました。 

 

■ひとことアンケート記載内容 
【第１回 ひとことアンケート】 

班 内容 

西条地域Ａ 
西条市でしたいことやあってほしいと思うものを考えたときに、西条市の良さを活か
していきたいと思いました。また、班の人の意見を聞いて、20 年後が楽しみになりま
した。今日でた意見が実現したら、より西条市が良い町になるだろうと思いました。 

西条地域Ａ 

今回のこの時間を通して、まだ西条には見直せる所はたくさんあって、守れるものも
あるんだと思いました。20 年後に暮したい理想のまちを考えるとき、西条の自然の景
観はずっと残っていてほしいと思いました。また、班から多くの意見が出てよかった
です。 

西条地域Ａ 

クラスメイトの理想の街に、十人十色のアイデアがあって面白かった。全員、交通機
関について理想があったので、もっと便利に移動できる街になってほしいと思う。市
と高校生がこんなにも近い距離で話せることはほぼないことだと思うので、とても貴
重な体験になった。10 年後、20 年後西条市に戻ってくる人が増えたり、住み続ける
人がいたら、もっとすてきな街になっていくんだろうなと思う。そのために、私達も
がんばろうと思えた。有意義な時間でした。 

西条地域Ａ 
西条市を盛り上げるために、このような活動ができてよかった。自分の地域の良さを
知ることも大切だと感じた。 

西条地域Ａ 

理想のまちを考えて話し合う中で、西条市の良いところや不便なことを見つめ直すこ
とができました。私が思想としているまちは、西条市とは少し遠いかもしれないです
が、20 年後であれば希望が見えました。これからの西条市のまちづくりのために、私
たちの意見を反映させていただけるのはとても嬉しいです。今日は、理想だけを考え
ましたが、明日以降は、西条市の問題点などに目を向けながら、20 年後のまちづくり
について考えられるということで楽しみにしています。 

西条地域Ａ 

20 年後のまちを考えて、実際には実現がむずかしそうだなと思うこともたくさんあっ
たけど、未来に対する期待がふくらみました。自分は元々県外に出るつもりで、この
街の 20 年後のことは考えていませんでした。しかし、今回の活動で、自分の街のよ
くなった姿を考えるとわくわくしてきました。 

西条地域Ａ 
今まで 20 年後のことについて考える機会がなかったので楽しく活動できた。みんな
いろいろな 20 年後があって面白かった。 

西条地域Ａ 

西条の未来に向けて、他の人の様々な意見が聞けてよかったです。今の西条には様々
な不便に思う点があるので、将来、もっと住みやすい町になるといいなと思います。
後二回の活動で、何か未来の西条のためになるような意見が出るといいなと思いま
す。 

西条地域Ａ 
もっと西条をよい町にするためにも、あと２回のワークショップを大切にしたいと思
います。 

西条地域Ｂ 

未来のまちについて話すのはやはり楽しいです。将来まちを支えるようになる世代の
私たちの声を直接こうやって届ける機会があってよかったです。スマートなまちの実
現に少しでも貢献できるように、今日のような時間を大切にしたいです。次回も未来
のまちづくりを自分事と捉えて考えられるように頑張ります。 

西条地域Ｂ 

自然豊かで穏やかなワークスペースや交通の利便性、ライブのコンサートホール（商
業施設）、暑さ対策、環境に易しい建築などの案が出て、それを全て包括すると、自
分も住み続けたくなる町になると思いました。あと２回話し合ってより計画を発展さ
せていきたいです。 

西条地域Ｂ 
将来の暮らしについて楽しく考えることができました。20 年後というのはあまり想像
がつきませんが、この西条市をより魅力的なまちにするため、残り 2 回真剣に楽しく
取り組んでいきたいです。 

西条地域Ｂ 
西条市は非常に多くの魅力が詰まっている町なので、今回のワークショップで市役所
の方々だけでなく、私たちでも活性化させていけるように、考えていこうと思いま
す。 

西条地域Ｂ 
ライブができるコンサートや、ドライブに向いた道をつくるなどの面白いアイデアが
でてきていて、ぜひ西条市にできるといいなと思いました。また、交通の便をよくし
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たり、大型の商業施設を作るなど、すでに西条に住む人を流出させないための取組み
についても他の市を参考にしつつ、西条を住みやすいまちにしていきたいです。 

西条地域Ｂ 

今まで自分の住みたいまちについて考えたことがなかったので、深く理想のまちにつ
いて考えることができました。日本の中にも人が集まるように工夫されているまちが
あることがわかりました。人口を減らさないために人を市外からよび、市内にとどま
ってもらう工夫が必要だと思いました。 

西条地域Ｂ 
公共交通機関や、大型商業施設などの発展は沢山の人が望んでいたのですが、ドーム
や少子高齢化に向けてのバリアフリー化など新たな視点もあり面白かったです。もっ
と住みやすくにぎわった町にしていきたいです。 

小松地域 
班の人の意見をきいたことで、自分がわからなかった西条市の問題点なども知れまし
た。また、遊べる場所をつくることが最も多かった意見だと思った。 

小松地域 今日出た課題が解決されて、のびのび暮らしたいです。 

小松地域 
私は西条市は自然が多くていい町だと思いました。20 年後の人々も、そう思えるよう
な町であったらと思います。そのためにも人が集まる町であって欲しいと思います。 

小松地域 

自分の理想のまちについて考えることができたのがよかったです。周りの人の意見も
聞けて、同じようなものもあったけど、それぞれの考えるまちは実際にあればいいな
と思うものばかりでした。自分たちの住むまちを発達させられるように話し合いして
いきたいと思います。班のみんな共通して、公共交通機関の整備や、ショッピングモ
ールの建設などを望んでいることが分かりました。 

小松地域 
今まで、こんなに真剣に街づくりについて考えたことがなかったので、とてもよい機
会になった。本当に、交通機関や大型施設の充実を目指してほしい。 

小松地域 
理想のまちをいろいろな視点から聞けたから、楽しかったし自分の考えも広がった。
交通や施設について多く意見が上がっていて、そこが今の西条市の課題につながって
くると感じた。 

東予地域 
色んな意見がある中で、フェスの会場は良いアイデアだと思いました。多くの若者が
音楽に興味がある今、そこでライブなどがあれば、訪れる人も増えるかも？ 

東予地域 

班のみんなや代表者の発表を聞いて、そんな町あったらいいなと思うものがたくさん
あっておもしろかったです。自分たちの考えが西条市の未来につながる貴重な機会を
くださったので、あと 2 回自分たちにしか考え付かないような意見を出したいと思い
ます。 

東予地域 
自分が 20 年後どのようなまちに住みたいか考えれることができました。他の人たち
の意見とかもすごく興味深かったので、楽しんで活動を行うことができたと思いま
す。 

東予地域 
私が将来住みたい街について考えるのは、ワクワクしました。理想のくらしができる
ように、今の自分に何ができるのか、アイディアを出したいです。 

東予地域 
自分の理想はあまり考えたことがなかったので、向き合えて良かったです。西条がこ
の先、住みやすい町になるために、何が必要かしっかり考えたいです。観光・住みや
すさなど、何を重視するかで変わってくると思うので楽しみです。 

東予地域 

今の西条市をよりよく、もっと理想の町にするためにはいろいろできることがあるの
ではないかと思いました。とくに多かった意見は JR の本数のことで、私も増やして
くれたらうれしいと思います。私たちがこれからの社会の主体となるので、このよう
な話し合いを大切にしていきたいです。 

丹原地域 

・交通面の不便利さが意見として目立っていた。 
・最近では、利用者数の多い SNS で話題となるものをつくると沢山の人がまちに来る
のではないかと思った。 
・今回は理想を語るのがメインだったので、現実に戻って今の西条市の目立った問題
について言及していきたい。 
・まちづくりは最新技術を利用すると同時に文化を残す必要性が考えている。 

丹原地域 
今回のワークショップで理想の町だけではなく、今の西条市における課題についても
分かった気がします。理想の町を考えるとなったら現状の課題が浮き出てきておもし
ろかったです。 

丹原地域 
理想のまちについて考えることは楽しかったです。今回は大まかな内容が多かったの
で、次はもっと具体的に考えられるようにしたいです。 

丹原地域 

話し合いの場があることで、自身では思いつかなかった考えを学ぶことが出来まし
た。街を変えていくためには、自身の 1 人の視点よりも多方面からの意見があったほ
うが、様々なことに対応出来ると思うので、今回の経験を大切にしていきたいです。
私自身様々な場面で、西条市の課題について考えることがあったのですが、今回例に
出ていたように、街を変えるためには、様々なことが出来ることを知れたので良かっ
たです。 
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丹原地域 

理想のまちの実現には費用だけでなく様々な課題があるので、その点も踏まえながら
考えていく必要があると思いました。他の市町村のまちづくりを見て、とてもいいな
と感じるものが多かったです。これも参考にして今後の活動に取り組んでいきたいで
す。 

丹原地域 

今回のワークショップで改めて西条市や丹原地域について考えることができた。これ
からの住み良い町づくりのために、何があったらいいかを考えることはできたけど、
防災の面などでは全く考えれなかったので、環境や災害対策の面でも考えれるように
したいです。 

丹原地域 

みんなの理想の町や、外国や他県が自分の地域の良さをどう生かしているのかを知れ
てとてもおもしろかった。アメリカのタイムズスクエアがとてもおもしろいと思っ
た。西条市の良さを僕たちも考えて、活気あふれる西条市をつくっていきたいと思い
ました。   

【第２回 ひとことアンケート】 

班 内容 

西条地域Ａ 

地域ごとに地図を見て課題を考えることで新たな視点で意見を出すことができたと思
います。主に駅周辺や商店街の活性化に関する意見が出て、中でも駅から飲食店や娯
楽店までの距離が遠いという意見はとても納得しました。また、高齢者の方の移動手
段が少ないので、そこの部分を改善することができれば西条市での消費に貢献するこ
とができると思いました。 

西条地域Ａ 
自分の住んでいる地域について、班の人達と話し合った。みんなが考えている西条の
良い所や改善点を知ることができてよかった。未来の良い西条の為に生かせていけた
らいいなと思った。 

西条地域Ａ 

実際に地図上にまとめて、ふかん視することで全体的に西条市のことを把握すること
が出来ましたし、交通の便など、地図上のみでしか見ることが出来ない面も見ること
が出来ました。西条市在住でないために、西条市については知らないことが多かった
ですが、班の皆と意見を交換しているうちに、そんなところもあったんだと新たな発
見となりましたし、今度行ってみようかなという気持ちにもなりました。そのため、
情報を発信し、伝えて行くことの大切さが身をもって分かれた良い期会にもなりまし
た。 

西条地域Ａ 

自分の西条全体のことは知れてなかったので、今回の話し合いでより西条の魅力につ
いて知れたし、それを他県の人たちにも伝えたいと思った。僕はこれからも西条市に
お世話になるので、できるだけ自分でできることはして、西条市をよりよくするため
に努力をしていきたいです。 

西条地域Ａ 

・娯楽が多い場所はあるが、場所が散乱しているのが原因なのか（駅からの距離等）
デメリットも多い。 
・レトロ風（昔なじみ）の外観を残した店を作れば SNS スポットとしても映えると感
じた。 
・西条市に限らず、様々な場所で課題が残っているため、あらゆる視点から見て、小
さなことから解決していくことが明るい未来につながるのだと改めて再確認した。 

西条地域Ａ 
自分の住んでいる地域を客観的に見てみると、改善できる点がたくさんあることに気
がつきました。 

西条地域Ａ 
地域のメリット、デメリットについて一緒に考えることができてとても貴重な経験に
なりました。普段意識していなかった地域の魅力や将来の可能性を知ることができ、
自分もその一員として何ができるかを考えるきっかけになりました。 

西条地域Ｂ 

西条市のマップに直接付箋を貼りながら、西条について考えると、頭の中だけでは見
えてこなかった課題がたくさん浮きでてきたように思います。例えば、良いところも
悪いところも駅の周辺ばかりで指摘されていて、魅力的な西条地域をあまり多くの人
に知ってもらえていないではないかと感じました。また、自然や景観を保全しながら
の、まちとしての進化は難しいものだなと思いました。 

西条地域Ｂ 

地図上で意見をまとめるのが楽しかったし、具体的な場所の課題点などが可視化され
るため、分かりやすかったです。班で意見をまとめていると、「そういう視点もある
のか～」という発見が多くあり、面白かったです。第 3 回も有意義なワークショップ
となるよう、真剣に考えていきたいと思います。 

西条地域Ｂ 
マルで付箋をまとめて、カテゴリーに分けてすっきりさせました。より現実味が増し
ました。第 1 回で取り入れた案と、第 2 回の案を組み合わせて、第 3 回では理想と現
実の良いところ取りをして、町を活性化していきたい。 

西条地域Ｂ 
たくさんアイデアを出すことがメインの活動だったので、班の友達と話合いをしなが
らアイデアを可視化することができました。例えば、今伊予西条駅の駐車場は、スペ
ースが足りず自転車が乱雑にとめられていたり、夜に明かりが少ないため暗かったり
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と、防犯面や安全面における課題があげられます。今日の活動でアイデアはたくさん
出すことができたので、これらをふまえて現実的かつ今本当に必要なプランを計画す
ることを次の目標にしたいと思います。 

西条地域Ｂ 

グループで課題を発見することで、普段気付かない視点から考えることができまし
た。B 地域の一番の課題は商店街にあるなと思いました。街灯を増やし、もっと活力
のあるお店を増やして、今あるものからより良いものを作っていけたらいいなと思い
ました。 

西条地域Ｂ 
自分が住んでいる地区の改善点や、今後も活性化すべき点について班のメンバーと話
し合うことができました。魅力がたくさんある西条市をより一層盛り上げれるように
西条市民として努力していきたいです。 

小松地域 

第 2 回目は小松地域で、私は西条なのであまりアイディアは出ませんでしたが、班の
皆の意見を聞いて小松にも西条同様見るべき所があるんだと知れました。3 回目も引
き続き、20 年後の西条をより良くするための意見がたくさん出せたらいいなと思いま
す。 

小松地域 
小松地区の魅力や改善点を改めて確認し、興味がさらに広がった。自分の地元でも、
自分が知らないことがたくさんあり、もっと知りたいと思った。 

小松地域 

住んでいない地域であまり問題点やいいところが思いつきませんでしたが、班の人の
意見を聞いて、小松について色々知ることができました。隣の地域でも知らない魅力
が多くあることに気付けたので、もっと色々な人に魅力を伝えられたらいいなと思い
ました。 

小松地域 
第二回から小松班となって活動することになったのですが、小松は本当に何もないん
だなとわかりました。 

小松地域 
私は小松には住んでいないので、詳しい店などはあまり知らなかったのですが、話し
合う中で知らなかった魅力、改善点を知ることができました。これを機に、小松につ
いてもっと知りたいと思えました。 

小松地域 
今回は、自分の地域以外のとこを考えることができました。これからも自分の周囲だ
けでなく視野を広げたいです。 

小松地域 視覚的に見ると分かりやすかった。自分の地域以外も知る機会ができてよかった。 

東予地域 
他の班の発見を聞いてそれぞれの地域にはそれぞれのよさ、課題があると分かりまし
た。課題もよさを活かして活用することによって西条市全体も活発化できるかなと思
いました。 

東予地域 

僕もあまり知らなかった東予地域を住人の友達と知ることができてよかったです。車
で通ることがほとんどで、電車でいったのはほんの数回なんですが、その時に広いわ
りに公共交通機関があんまりだと感じました。できたらバスをもう少し増やしてほし
いです。 

東予地域 色んな意見がありました。共感できるとこ、そうでないとこがありました。 

東予地域 東予地方についての環境を学ぶことができました。 

東予地域 
あまり東予については詳しく知らなかったのですが、今の魅力や新しい魅力に気付け
て良かったです。 

東予地域 
今日のアクティビティでも、自分たちの住む地域について、考えることができまし
た。時には客観的に見つめ直すのも大事だと思います。ラストの講議では、もっと積
極的にアイディアを共有できるようにします。 

丹原地域 
丹原町は自然豊かなので、その特性をいかして何か政策をするといいと思います。僕
は、のびのびとした丹原町が好きです。 

丹原地域 

私が班のみんなと考えた丹原班は、自元でもあったので、自分から積極的にあるもの
などを共有できたので良かったです。駅が遠いことや、遊ぶ所がないというマイナス
ポイントがあり、改善を考えましたが、良いアイデアはありませんでした。その分、
自然が豊かや食物が新鮮であることなどがメリットとしてありました。今まで暮して
きた中で、あまり不便を感じることがなかったので、新しい発見になって良かったで
す。第 3 回も班で協力し、よりよい西条市にできるように、活発な班活動をしていき
たいです。 

丹原地域 
自然が多くあることが分かりました。もう少し、若者が集まったりできる商業施設を
つくることで人口が増加すると思いました。 

丹原地域 
普段地元ではない丹原について考えたことがなかった。今回、案外近隣の丹原につい
て理解できていないことがわかったので、もっと調べていきたい。 

丹原地域 

昨日よりさらに考えが深まった。今の西条の良いところ、足りないところを見えるよ
うにして、どの場所に何があると良いか、その場所の何が魅力かがとても分かりやす
くなった。今日発見したことをもとに、家でも家族と話し合ってこれからの西条市を
より良くするために何が必要か考えていきたい。 
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丹原地域 自然がいっぱいだということを改めて知った。 

  
【第３回 ひとことアンケート】 

班 内容 

西条地域Ａ 

西条をよりよくするカギは「商店街」と「スポーツ」にあると思いました。私はよく
商店街は雨でも走れるし、夏の暑い日でも影をつくってくれるので走るのにピッタリ
です。また、歩道幅を広げたり、街灯を増やしたり、道を鋪装することで走りやすい
空間をつくることで、運動をする人も増え、健康寿命が伸びると思います。よく市民
ランナーの人も見かけるので、その方たちも喜ぶと思います。自分が走れば、車もつ
かわれないのでエコです。 

西条地域Ａ 

3 回のワークショップを通じて、西条市外の市区町村による様々なまちづくりの活性
化の事例について知ることができました。班内での意見で違った視点で見た改善案が
多く出て、とても共感しました。これから西条市のまちづくりの未来について家族や
友達などと考え、意見を出していくことが大切なことだと感じました。今回はこのよ
うなワークショップを開催していただきありがとうございました。 

西条地域Ａ 

西条市の未来についてこんなに深く考えたのははじめてでした。みんなの色々な視点
からの意見がとても興味深く、未来を想像してしまいました。みんなの理想の西条市
になるように、僕も自分にできることをやっていきたいなと思います。とても楽しか
ったです。 

西条地域Ａ 

今回は、みんなで話し合って面白い意見をだすことができました。3 回通して、西条
市の現状を改めて知り、自分がどのような町にしていきたいかを詳しく考えることが
できました。これからも日常生活の中で、こうだったらいいな…みたいなことを少し
でも考えて、より良い町になるために自分も努力していきたいです。短い間でした
が、ありがとうございました。がんばってください！！！ 

西条地域Ａ 

様々な意見を交換し合うことで、新たな発見が多くありました。今後、西条市と関わ
っていく身としては、考えるべき課題であったと感じていますので、この貴重な期会
に参加できたことをとてもうれしく思うと共に、今後も西条市と向き合い、解決に向
けた助力が出来たらと思います。3 回という少ない回数ではありましたが、このよう
な期会をくださりありがとうございました。 

西条地域Ａ 

・様々な面（交通、商店街、産業通り、ひうち競技場）で出た課題の改善が発展につ
ながる事例を活用したものが今後のまちづくりに反映してほしいと思った。 
・発展したまちにするために、改善する面として、最近技術を使う面もあるが、西条
ならではの外観や風景を残す等のバランスも重視するべきではないかと考えました。 
まちづくりのためのワークショップを開催してくださりありがとうございました！！ 

西条地域Ａ 

今日もおもしろかったです。 
I think Saijo city has a lot of potential especially if young people's ideas 
are included in city planning. 
With a little bit of improvement Saijo can become an attractive city to 
those who live here and hopefully tourists as well. 

西条地域Ａ 

未来の西条市をよりよくするために、何をすればよいのかよく考えられました。現状
の課題を解決するためだったり、今あるよい点をさらによくするためだったり、様々
な視点で考えられることができました。経済面や環境面など意識することも多くあっ
たけれど、真剣に考えて良い案が出せたと思います。 

西条地域Ｂ 

自然や建物などの今ある資源をいかし、残していきながら理想のまちづくりを進める
計画になっていけばいいなと思う。また、利便性という観点だけでなく、SDGs などの
持続可能性についても考慮しつつ、次の世代へとつないでいく意識を根底にもってお
きたいなと思った。 

西条地域Ｂ 
今回を合わせて 3 回のワークショップで西条市の課題点を考慮し、私たちで課題解決
の方法を考えることができました。 

西条地域Ｂ 

3 回のワークショップはとても有意義で楽しい、とても貴重な体験をさせていただき
ました。この西条がよりよい市になるよう、こらからも積極的に手伝わせていただき
たいです。職員のみなさま、優しく説明していただいたり、話しかけていただいたり
…本当にありがとうございました！ 

西条地域Ｂ 

沢山の事例をもとにして、沢山の案が出ました。グループで未来の社会について話す
ことも中々ないので、皆で集まったら良い案が出て楽しいなと思いました。今回私達
の考えた案（特にアミューズメント系）は、学生が集まる所になると思いました。ラ
イブもしたいです。何か 1 つでも多く採用されてほしいです。皆でつくり上げること
で、若者も住みたい町になると思いました。貴重な機会をありがとうございました。 

西条地域Ｂ 
自分たちがあったらいいなと思うものや理想を考えて、実現可能性を検討しながらま
ちづくりを考えていくことが楽しかったです。もう高校生であることを自覚して、自
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分が何かできることはないか…と普段から考えるようにしたいと思います。市役所の
皆さん（特に私たちの担当の山内さん）が、質問したときや相談したときに毎回丁寧
に返してくださって嬉しかったです。ありがとうございました！！ 

西条地域Ｂ 

改善策を考えるのは簡単だけど、いざ、実行するとなると膨大なお金や立地の問題さ
まざま壁があり、実現することの難しさを知れました。西条が発展していくよう学生
も労働力にして、SNS で発信したり、主催することの楽しさや大変さを学ぶことで今
後がもっと明るくなると思います。 

西条地域Ｂ 
3 回のワークショップを通して改修工事などの表面的なことだけでなく、移住や子育
てのための補助金やルールが大切だと思いました。 

西条地域Ｂ 

欠席により、前回前々回のワークショップに参加できず今回が初めてのワークショッ
プでしたが、改めて自分のふるさとである西条の長所と改善点どれも見ることができ
てとてもいい機会になりました。私自身音楽が好きなのもありますが、音楽関連の施
設やイベント、それに伴う PR などを行うともっと街がよくなると思いました。 

小松地域 

改めて自分の住んでいる地域の課題、良い点を見つけられてよかった。小松班では実
際に小松に住んでいる人が私だけだったので、解像度が低いかもしれませんが、参考
になるとうれしいです。やはり駅から商店街の道が小松で一番 hot ！ な場所だと思
います。ぜひ一度足を運んでほしいです。また、今回このような意見を聞く機会を設
けてくださりありがとうございます。地域の細かいことだと、中学生のほうが当事者
意識が高いのかなと思います。ワークショップを開くにあたって、準備など大変だと
思いますが、継続して開いてほしいです。ありがとうございました。 

小松地域 
1 回目や 2 回目の授業でやってきたことが今回でつながって、いっきに西条市でつく
ることのできる理想がつまったまちが想像できました。今回考えた案が多く実現し、
今後楽しく快適に過ごせたらいいなと思います。 

小松地域 

3 回行ったワークショップの中で、西条市をより良くすることについて考える機会が
あって良かったです。良い所、悪い所様々な面から西条市についてもっと知ることが
できました。主に、西条の活性化について話し合いを行いましたが、物や人の流通を
多くするとともに、自然豊かで静かな所はずっと守られていてほしいと思いました。 

小松地域 

西条市の課題がたくさん見つかり、それに対する意見もたくさん出たので、これから
の西条がより良いものになっていくといいなと思います。自分達が挙げた意見も実現
するのはとても大変で難しいことだと思うので、地域のために自分も少しずつ何かし
ていきたいと思います。 

小松地域 

話し合う中で私には思いつかなかった課題や解決策のアイデアを得られて、20 年後の
西条市を想像できて楽しかったです。大人になって西条市に戻ってきたときに、今日
出た意見が一つでも反映されているまちになっていれば嬉しいです。私も、西条市民
としてこの話し合いに参加できて、とても良い機会となりました。 

小松地域 

三回のワークショップを通して、自分たちの街に足りないもの、改善すべきものが詳
しく見えてくると同時に、新しく改善された未来の街を想像できわくわくした。自分
が大人になって、家族と住むかもしれないこの街を、もっとよりよくするために、こ
れからも考えていきたい。 

小松地域 
今まで西条の問題や将来について考える機会がなく、1 ミリも西条に関して興味がな
かったが、この 3 回を通して興味がわいた。高校生の自分だからこそできることの気
がしたので、特別な時間を過ごせた。 

小松地域 

3 回のワークショップを通して、西条市が抱える都市開発問題に、普段とは違う視点
から問題を考えることができました。いざ、自分が開発手段を考えるときに「こうし
たい！」だけでは難しいことがよく分かりました。これからも、西条市がよい町にな
ることを願っています。 

小松地域 
理想通りになるのは難しいと思うけど、近づけられるように私も考えていきたい。こ
れからの西条市が楽しみになった。自然を生かして発展していってほしい。このよう
な機会を設けてくださりありがとうございました。 

東予地域 
これから西条がどんな風になっていくのか楽しみになりました。今日やったことや、
市民の考えている理想が実現されるように私も活動、協力していきたいです。 

東予地域 
全てのワークショップで、ユニークなアイディアがたくさんあってよかったと思いま
す。私たちのアイディアが反映されるとうれしいです。 

東予地域 

It was cool to see everyone's plans, and where they want to add their ideas. 
It really made it feel like our voices were influential as students, like we 
were heard and our ideas were being considered to help create positive 
change. 
ありがとうございました！ 

東予地域 
東予地区について、今回を含めて真剣に考えることができました。これから先の西条
が、より良い方向に進んでいくように願っています。ありがとうございました。 
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東予地域 
様々な視点から街について考え、西条市の良いところ、悪いところを考えることがで
きました。西条市が、便利な田舎になることを願っています。 

東予地域 
いろんな視点から、地域をよりよくしようというアイデアが出てきて楽しかったで
す。 

東予地域 
他の地域でやっている政策などを聞き、東予地域の課題を照らし合わせて考えること
ができました。 

東予地域 
3 回を通して意見が多く出ました。メリットを活かした案もたくさん出て、これから
の西条市の未来が楽しみになりました。ワークショップはとてもいい勉強にもなりま
した。 

丹原地域 禎瑞の活性化もしてください。 

丹原地域 
20 年後も、環境が保全された暮らしやすい町であったらと思います。そのためにも、
丁度良いバランスの保たれた生態系がある町になったらと思います。 

丹原地域 
高齢化している西条市丹原町をよりよくするためには、若い世代の人とが協力しあっ
ていくことが大切であるとわかりました。なくなったイベントもあるので、あの頃の
懐かしい思い出をまた味わいたいです。 

丹原地域 

自分が育ってきた地元のことについて、班のみんなで知って、話し合いができてよか
ったと思いました。これから開催してほしい行事や、復活を望む行事などたくさん意
見があったので、もっと街が活性化されて、多くの旅行者がやってくるといいなと思
います。もっと街が大きくなるといいなと思います 

丹原地域 
自分の地域がどうやったら若者たちが集まり、経済が活性化するのかをしっかり考え
ることができました。これからも、地域が発展するように頑張っていきたいです。 

丹原地域 
理想の町というのが最初ははっきりしなかったが、話し合う中で、地元か西条市に目
を向けることができた。 

丹原地域 
自分の地域の良いところ、改善点など多くのことを知れてよかったです。これからも
地域発展させるために頑張ってほしいです。 

丹原地域 
理想の街を考えるのは容易だが、そのような街に近づけるためにどうすればよいかを
考えるのは大変だと感じた。これからも冷静に街づくりについて考えていきたい。 

丹原地域 
これからの西条について現実的に考えることができた。このワークショップを踏まえ
て、西条がより良くなっていくことを願っている。また、私たちも地域の活性化のた
めにさらにできることを考えていきたい。 
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